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健

一
、
は
じ
め
に

　

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
元
禄
繚
乱
」
に
関
連
し

て
、「
元
禄
繚
乱
展
」
が
開
催
さ
れ
た
際
、
源
氏
物
語
絵
が
展
示
さ
れ
た
。
そ

の
年
の
一
月
に
刊
行
さ
れ
た
図
録
の
解
説
（
榊
原
悟
氏
担
当
）
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

　

源
氏
物
語
図
額  

住
吉
具
慶  

六
面

　

か
つ
て
十
二
図
か
ら
な
っ
て
い
た
『
源
氏
物
語
画
帖
』（
零
本
）
を
額

装
に
改
め
た
も
の
。
土
佐
派
の
細
密
画
法
に
よ
り
な
が
ら
も
、
淡
彩
を
施

し
た
彩
色
は
独
特
の
味
わ
い
を
深
め
て
い
る
。
ふ
っ
く
ら
と
し
た
人
形
の

よ
う
な
あ
ど
け
な
い
顔
つ
き
も
好
ま
し
い
。
図
は
「
花
散
里
」「
絵
合
」

「
松
風
」「
少
女
」「
蛍
」「
橋
姫
」。

図
録
に
は
右
記
の
六
図
の
み
掲
載
さ
れ
、
詞
書
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
巻
末
の

「
出
品
目
録
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

源
氏
物
語
図
額  

住
吉
具
慶  

六
面  

絹
本
着
色  

各
二
一
・
五
×
一

八
・
三

　

そ
の
の
ち
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
に
斎
宮
歴
史
博
物
館
に
て
、
令
和
三
年

度
特
別
展
「
斎
宮  

平
安
五
種
競
技

―
弓
・
馬
・
鞠
・
鷹
・
相
撲

―
」
展

が
開
催
さ
れ
、
前
掲
の
六
図
の
う
ち
馬
の
博
物
館
が
所
蔵
す
る
、
蛍
の
巻
の
詞

書
と
絵
が
出
展
さ
れ
た
。
そ
の
図
録
（
二
〇
二
一
年
一
〇
月
刊
行
）
に
は
絵
に

描
か
れ
た
場
面
の
状
況
説
明
の
あ
と
、
次
の
文
章
（
松
田
茜
氏
担
当
）
が
続
く
。

　

本
作
品
は
、
源
氏
絵
五
四
帖
の
う
ち
、
一
二
帖
分
の
残
欠
を
画
帖
と
し

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
絵
と
詞
書
を
組
み
合
わ
せ
て
額
装
し
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
に
今
ま
で
は
十
二
帖
の
う
ち
詞
書
は
一
帖
（
蛍
の
巻
）、
絵
は
蛍

の
巻
を
含
め
六
帖
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
今
回
、
御
所
蔵
者
の
御
好
意
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に
よ
り
十
二
帖
の
絵
と
四
帖
の
詞
書
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
絵
は
前
掲

の
六
帖
の
ほ
か
桐
壺
・
帚
木
・
薄
雲
・
朝
顔
・
常
夏
・
藤
袴
の
六
帖
、
詞
書
は

花
散
里
・
絵
合
・
蛍
・
橋
姫
の
四
帖
で
あ
る
。
現
存
す
る
巻
々
を
物
語
の
順
に

並
び
替
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
各
巻
の
頭
に
付
け
た
洋
数
字
は
帖

数
で
あ
る
。

１

桐
壺
、
２

帚
木
、
11
花
散
里
、
17
絵
合
、
18
松
風
、
19
薄
雲
、
20
朝
顔
、

21
少
女
、
25
蛍
、
26
常
夏
、
30
藤
袴
、
45
橋
姫
。

連
続
す
る
巻
々
が
あ
る
一
方
、
宇
治
十
帖
は
一
帖
し
か
な
く
、
こ
の
十
二
帖
が

残
存
し
た
経
緯
は
推
測
し
が
た
い
。
な
お
全
図
を
末
尾
に
掲
載
す
る
。

二
、
成
立
時
期

　

画
帖
で
あ
っ
た
と
き
は
詞
書
筆
者
の
極
札
が
付
い
て
い
た
よ
う
で
、
蛍
の
巻

の
は
現
在
、「
蛍  

實
相
院
大
僧
正
義
尊
」
と
墨
書
さ
れ
た
小
短
冊
が
額
縁
の

裏
側
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
花
散
里
の
巻
は
「
曼
殊
院
良
恕
法
親
王
」、

絵
合
の
巻
は
「
圓
満
院
大
僧
正
常
尊
」、
橋
姫
の
巻
は
「
中
院
中
納
言
通
純
」

で
あ
る
旨
、
御
所
蔵
者
か
ら
伺
っ
た
。
そ
の
四
人
を
生
年
順
に
並
べ
て
略
歴
を

記
す
。

○
良
恕
法
親
王
。
曼
殊
院
門
跡
。
生
没
一
五
七
四
〜
一
六
四
三
年
。
父
は
誠

仁
親
王
、
母
は
新
上
東
門
院
（
勧
修
寺
晴
子
）。
一
五
八
七
年
に
曼
殊
院

に
入
室
、
翌
年
に
親
王
宣
下
を
受
け
、
同
年
に
得
度
。

○
義
尊
。
実
相
院
門
跡
。
生
没
一
六
〇
一
〜
一
六
六
一
年
。
祖
父
は
将
軍
足

利
義
昭
、
父
は
足
利
高
山
（
大
乗
院
門
跡
義
尋
）、
母
は
古
市
胤
子
（
後

陽
成
天
皇
女
房
）。
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
〜
一
六
四
四
）
に
実
相
院
を

相
続
し
て
亡
く
な
る
ま
で
務
め
た
。

○
常
尊
。
円
満
院
門
跡
。
生
没
一
六
〇
四
〜
一
六
七
一
年
。
義
尊
の
弟
。
幼

少
よ
り
円
満
院
に
入
室
。

○
中
院
通
純
。
生
没
一
六
一
二
〜
一
六
五
三
年
。
中
納
言
在
職
期
間
は
一
六

三
七
年
一
一
月
一
日
〜
一
六
四
六
年
三
月
一
三
日
で
、
翌
年
の
一
二
月
に

は
大
納
言
に
就
任
し
た
。

以
上
に
よ
り
本
作
品
の
成
立
時
期
は
、
中
院
通
純
が
中
納
言
に
就
任
し
た
一
六

三
七
年
一
一
月
一
日
か
ら
、
良
恕
法
親
王
が
亡
く
な
っ
た
一
六
四
三
年
七
月
一

五
日
ま
で
と
な
る
。

　

現
存
す
る
十
二
図
す
べ
て
に
白
文
方
印
の
印
章
「
廣
純
」
が
、
右
下
隅
か
左

下
隅
に
押
さ
れ
て
い
る
。
広
純
は
住
吉
具
慶
（
生
没
一
六
三
一
〜
一
七
〇
五

年
）
の
初
名
で
、
後
に
広
澄
と
名
乗
り
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
五
月
に
剃

髪
・
得
度
し
て
法
名
を
具
慶
と
号
し
、
同
年
六
月
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
た
。
よ
っ

て
本
画
帖
の
成
立
は
、
出
家
し
た
一
六
七
四
年
よ
り
前
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に

詞
書
執
筆
者
の
官
職
と
生
没
年
か
ら
本
作
品
の
成
立
時
期
を
一
六
三
七
〜
四
三

年
と
し
た
が
、
具
慶
は
ま
だ
数
え
七
〜
十
三
歳
と
な
り
不
自
然
で
あ
る
。
蛍
の

巻
の
極
札
は
薄
紅
色
の
短
冊
形
の
小
札
に
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、「
琴
山
」
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の
よ
う
な
極
印
は
な
い
。
お
そ
ら
く
後
世
の
人
が
鑑
定
し
た
た
め
、
こ
の
よ
う

な
不
具
合
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

広
純
時
代
の
作
例
と
し
て
、「
源
氏
物
語
絵
巻
」
五
巻
が
挙
げ
ら
れ
る
。
堺

市
博
物
館
の
図
録
『
源
氏
物
語
の
絵
画
』（
一
九
八
六
年
一
〇
月
）
に
は
、
次

の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　

源
氏
物
語
五
十
四
帖
の
各
帖
一
場
面
を
絵
画
化
し
そ
れ
に
霊
元
天
皇
以

下
五
十
四
人
の
堂
上
人
が
各
帖
の
詞
書
を
寄
合
書
し
た
大
作
。
絵
の
筆
者

具
慶
は
住
吉
派
画
人
と
し
て
最
初
の
御
用
絵
師
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

彼
は
早
く
か
ら
禁
裡
絵
師
と
し
て
も
活
動
し
て
お
り
、
第
５

巻
末
尾
に

「
広
純
」
の
款
記
・
印
章
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
比
較
的
若
い
時
期
、
寛

文
（
一
六
六
一
〜
七
三
年
）
頃
の
制
作
が
堂
上
人
の
官
位
・
生
歿
年
と
の

関
連
か
ら
も
予
想
出
来
る
。
各
場
面
は
東
京
芸
術
大
学
所
蔵
住
吉
家
粉
本

中
「
源
氏
物
語
画
帖
集
」
に
多
数
見
い
出
せ
、
住
吉
派
源
氏
絵
の
あ
り
様

を
考
え
る
上
で
中
心
的
な
作
品
と
い
え
よ
う
。

こ
の
作
品
は
仙
台
伊
達
家
旧
蔵
で
現
在
はM

IH
O
 M
U
SEU

M

に
所
蔵
さ
れ
、

制
作
年
代
は
寛
文
十
年
〜
延
宝
二
年
（
一
六
七
〇
〜
一
六
七
四
）
と
推
定
さ
れ

て
い
る①
。
下
原
美
保
氏
の
調
査
に
よ
る
と
、
具
慶
の
源
氏
絵
は
四
組
の
「
源
氏

物
語
絵
巻
」（
前
掲
の
と
＊

個
人
蔵
・
＊M

O
A

美
術
館
蔵
・
＊

東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
の
ほ
か
、
＊「
源
氏
物
語
図
屛
風
」（
根
津
美
術
館
蔵
）、「
源
氏
物
語  

朧

月
夜
の
君
図
」
一
幅
（
個
人
蔵
）
と
、
小
稿
で
取
り
上
げ
た
「
源
氏
物
語
図

額
」
が
伝
来
し
、
＊
を
付
け
た
四
作
品
は
す
べ
て
、
延
宝
二
年
〜
元
禄
四
年

（
一
六
七
四
〜
九
一
）
の
制
作
と
見
ら
れ
て
い
る②
。
こ
の
ほ
か
「
廣
澄
」（
白
文

方
印
）
が
捺
さ
れ
た
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
石
山
寺
蔵
）
も
現
存
す
る③
。

三
、
詞
書
の
本
文
系
統

　

管
見
に
及
ん
だ
詞
書
は
11
花
散
里
・
17
絵
合
・
25
蛍
・
45
橋
姫
の
四
帖
で
あ

り
、
以
下
に
全
文
を
翻
刻
す
る
。
改
行
の
箇
所
は
／
で
示
し
、
旧
字
体
の
漢
字

は
新
字
体
に
直
す
。
末
尾
の
（　

）
内
に
『
源
氏
物
語
大
成  

校
異
篇
』（『
大

成
』
と
略
称
す
）
の
頁
と
行
数
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
略
称
：
新
編
全

集
）
の
冊
数
と
頁
を
示
す
。
次
い
で
『
大
成
』
を
用
い
て
、
詞
書
の
本
文
系
統

を
調
べ
る
。
な
お
古
文
に
付
け
た
傍
線
は
稿
者
に
よ
る
。

花
ち
る
さ
と
／
を
ち
帰
り
え
そ
忍
は
れ
ぬ
時
鳥
／
ほ
の
か
た
ら
ひ
し
宿
の

か
き
ね
に
／
さ
き
〳
〵
も
／
聞
し
／
声
な
れ
は
／
こ
は
つ
く
り
け
し
き
／

と
り
て
御
せ
う
そ
こ
／
聞
ゆ
わ
か
や
か
な
る
／
け
し
き
と
も
／
し
て
お
ほ

／
め
く
／
な
る
へ
し
（
三
八
八
頁
５

行
）（
②
一
五
四
頁
）

「
宿
の
か
き
ね
に
」
と
「
さ
き
〳
〵
も
」
の
間
に
『
大
成
』
所
収
の
全
本
に
は
、

「
寝
殿
と
お
ぼ
し
き
屋
の
西
の
つ
ま
に
人
々
ゐ
た
り
。」（
本
文
は
新
編
全
集
に

よ
る
）
と
い
う
一
文
が
あ
る
が
、
詞
書
は
省
い
た
と
み
れ
ば
『
大
成
』
の
底
本

と
同
文
で
あ
る
。
ち
な
み
に
河
内
本
系
統
の
全
本
は
傍
線
を
引
い
た
箇
所
が

「
か
き
ね
を
」「
き
ゝ
し
る
声
な
り
け
れ
は
」「
御
せ
う
そ
こ
い
ふ
」「
け
は
ひ
と
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も
あ
ま
た
し
て
」
で
あ
る
の
で
、
詞
書
本
文
は
河
内
本
で
は
な
い
。

絵
合
／
左
は
し
た
ん
の
は
こ
す
わ
う
の
花
そ
く
／
し
き
物
に
は
む
ら
さ
き

の
か
ら
錦
／
う
ち
し
き
は
ゑ
ひ
そ
め
の
き
な
り
／
わ
ら
は
六
人
あ
か
色
に

さ
く
ら
か
さ
ね
／
の
か
さ
み
あ
こ
め
は
く
れ
な
ゐ
に
ふ
ち
／
か
さ
ね
の
お

り
物
な
り
す
か
た
よ
う
い
な
／
と
な
へ
て
な
ら
す
み
ゆ
（
五
六
九
頁
１

行
）（
②
三
八
五
頁
）

傍
線
を
付
け
た
箇
所
に
本
文
の
異
同
が
見
ら
れ
、『
大
成
』
の
底
本
は
「
左
は

し
た
む
の
は
こ
に
」「
か
ら
の
に
し
き
」「
え
ひ
そ
め
の
か
ら
の
き
な
り
」
で
あ

り
、
河
内
本
系
統
の
一
本
の
み
が
「
か
ら
に
し
き
」
で
あ
る
以
外
は
底
本
と
異

同
は
な
い
。
こ
と
に
よ
る
と
詞
書
の
筆
者
は
、「
に
」「
の
」「
か
ら
の
」
を
書

き
落
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

蛍
／
ひ
つ
し
の
時
は
か
り
に
む
ま
／
は
の
お
と
ゝ
に
い
て
給
て
／
け
に
み

こ
た
ち
お
は
し
つ
と
ひ
／
た
り
て
つ
か
ひ
と
も
お
ほ
や
／
け
こ
と
に
は
さ

ま
か
は
り
て
す
け
／
た
ち
か
き
つ
れ
ま
い
り
て
さ
ま
／
こ
と
に
い
ま
め
か

し
く
あ
そ
ひ
く
ら
し
給
（
八
一
三
頁
５

行
）（
③
二
〇
六
頁
）

詞
書
の
一
重
傍
線
部
「
時
は
か
り
に
」「
て
つ
か
ひ
と
も
」
と
一
致
す
る
の
は

青
表
紙
本
系
統
の
肖
柏
本
と
河
内
本
系
統
全
本
で
、
ほ
か
の
伝
本
は
『
大
成
』

底
本
と
同
じ
「
時
に
」「
て
つ
か
ひ
の
」
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
河
内
本
系
統

は
二
重
傍
線
部
が
「
い
て
給
へ
り
」「
み
こ
た
ち
な
と
お
は
し
ま
し
つ
と
ひ
た

り
」、
肖
柏
本
も
「
い
て
給
へ
り
」
で
あ
る
。
よ
っ
て
詞
書
本
文
は
肖
柏
本
に

近
い
青
表
紙
本
系
統
と
言
え
よ
う
。

橋
姫
／
琵
琶
を
ま
へ
に
を
き
て
は
ち
を
手
／
ま
さ
く
り
に
し
つ
ゝ
ゐ
た
る

に
雲
か
く
／
れ
た
り
つ
る
月
の
に
は
か
に
い
と
あ
か
く
／
さ
し
い
て
た
れ

は
扇
な
ら
て
こ
れ
し
て
／
も
月
は
ま
ね
き
つ
へ
か
り
け
り
と
て
／
さ
し
の

そ
き
た
る
か
ほ
い
み
し
く
ら
う
た
／
け
に
ゝ
ほ
ひ
や
か
な
る
へ
し
（
一
五

二
三
頁
２

行
）（
⑤
一
三
九
頁
）

こ
の
箇
所
は
青
表
紙
本
系
統
と
河
内
本
系
統
で
大
き
な
異
同
は
な
い
。
詞
書
の

執
筆
者
は
巻
に
よ
り
異
な
り
、
各
自
が
自
分
の
手
沢
本
を
用
い
た
の
で
あ
れ
ば

本
文
の
系
統
は
巻
ご
と
に
異
な
る
。
と
は
い
え
何
れ
の
巻
も
青
表
紙
本
系
統
内

に
収
ま
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

四
、
場
面
の
解
説

　

以
下
、
全
十
二
図
を
巻
の
順
に
考
察
す
る
。

１

桐
壺
。
源
氏
の
元
服
の
場
面
（
新
編
全
集
①
四
五
頁
）。
本
図
に
お
け
る
主

要
人
物
の
配
置
を
左
右
反
転
さ
せ
た
構
図
を
取
る
の
が
、
住
吉
如
慶
筆
「
源
氏

物
語
画
帖
」（
一
六
五
二
〜
六
三
年
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）
で
あ
る
。
た

と
え
ば
帝
か
ら
見
て
源
氏
は
本
図
で
は
右
側
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
で
は
左

側
に
控
え
て
い
る
。
ま
た
、
よ
く
似
た
図
が
伝
住
吉
如
慶
筆
「
源
氏
物
語
扇
面

画
帖
」（
十
七
世
紀
、
九
曜
文
庫
蔵④
）
に
あ
り
、
そ
の
絵
の
解
説
（
中
野
幸
一

氏
担
当
）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〈
資
料
紹
介
〉
住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
図
額
」
の
紹
介

二
六
九
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画
面
は
、
源
氏
元
服
の
場
面
。
清
涼
殿
の
東
の
廂
の
間
、
御
簾
の
中
の

東
向
き
の
御
椅
子
に
座
っ
て
お
ら
れ
る
の
が
桐
壺
帝
。
向
っ
て
右
の
畳
上

に
束
帯
装
束
で
泰
然
と
控
え
て
い
る
の
は
加
冠
役
の
左
大
臣
。
左
に
は
源

氏
が
ま
だ
み
ず
ら
を
結
っ
た
童
姿
で
神
妙
に
座
っ
て
い
る
。
そ
の
前
に
下

襲
の
裾
を
長
く
曳
き
、
深
々
と
拝
礼
し
て
理
髪
の
箱
を
お
し
い
た
だ
い
て

い
る
の
が
理
髪
役
の
大
蔵
卿
。
南
の
孫
廂
に
は
束
帯
装
束
に
正
装
し
た
公

卿
た
ち
が
居
並
び
、
簀
子
に
は
武
官
装
束
の
官
人
の
姿
も
見
え
る
。
元
服

の
儀
の
厳
粛
な
雰
囲
気
が
漂
う
中
に
、
童
姿
の
源
氏
の
愛
ら
し
さ
が
一
き

わ
目
を
惹
く
。

源
氏
と
左
大
臣
の
向
き
に
注
目
す
る
と
、
本
図
と
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
で
は

向
か
い
合
っ
て
い
る
が
、
九
曜
文
庫
本
で
は
左
大
臣
は
源
氏
の
横
顔
し
か
見
え

な
い
。
そ
れ
に
伴
い
、
大
蔵
卿
の
体
の
向
き
も
異
な
る
。
左
大
臣
か
ら
見
て
九

曜
文
庫
本
は
大
蔵
卿
の
横
顔
が
見
え
る
の
に
対
し
て
、
本
図
と
サ
ン
ト
リ
ー
美

術
館
本
は
背
中
が
見
え
て
い
る
。

　

ま
た
大
蔵
卿
の
下
襲
の
裾
に
注
目
す
る
と
、
九
曜
文
庫
本
は
ほ
ぼ
真
直
ぐ
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
本
図
と
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
本
は
直
角
に
曲
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
ま
ず
帝
に
拝
礼
し
た
後
、
体
の
向
き
を
九
十
度
回
転
し
て
源
氏
と
対
面

し
た
が
、
裾
の
末
は
そ
の
ま
ま
動
か
な
か
っ
た
か
ら
と
推
測
さ
れ
る
。
と
い
う

の
は
大
蔵
卿
が
理
髪
の
箱
を
両
手
に
持
っ
た
ま
ま
帝
に
拝
礼
し
て
い
る
図
が
あ

り
、
以
下
に
列
挙
す
る
。

⑴　

土
佐
光
吉
筆
「
源
氏
物
語
手
鑑
」（
一
六
一
二
年
、
和
泉
市
久
保
惣
記

念
美
術
館
蔵
）。
当
館
編
『
土
佐
派
源
氏
絵
研
究
』（
二
〇
二
〇
年
）
所
収
。

⑵　

伝
土
佐
光
吉
筆
「
源
氏
物
語
図
屛
風
」（
桃
山
時
代
、
出
光
美
術
館
）。

⑶　

土
佐
光
則
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
十
七
世
紀
、
任
天
堂
蔵
）。

⑷　

伝
土
佐
光
起
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
根
津
美
術
館
蔵⑤
）。

⑸　

土
佐
派
「
源
氏
物
語
色
紙
絵
」（
江
戸
時
代
初
期
、
堺
市
博
物
館
蔵⑥
）。

⑹　

土
佐
派
「
源
氏
物
語
色
紙
貼
交
屛
風
」（
江
戸
時
代
前
期
、
和
泉
市
久

保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）。
当
館
編
『
土
佐
派
源
氏
絵
研
究
』（
二
〇
二
〇

年
）
所
収
。

⑺　

伝
住
吉
如
慶
筆
「
白
描
扇
面
源
氏
物
語
画
帖
」（
大
阪
青
山
歴
史
文
学

博
物
館
蔵
）。

⑻　

中
野
幸
一
編
『
源
氏
物
語
画
帖
：
石
山
寺
蔵
：
四
百
画
面
』（
江
戸
時

代
中
期
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）。

⑼　
「
源
氏
物
語
色
紙
」（
江
戸
時
代
中
期
頃
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部

蔵⑦
）。

こ
の
う
ち
左
大
臣
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
⑺
と
⑻
の
み
で
、
他
の
作
品
で
は
御

簾
か
壁
に
遮
ら
れ
た
た
め
か
姿
は
見
え
な
い
。
⑺
は
本
図
と
同
じ
く
源
氏
と
左

大
臣
は
向
か
い
合
っ
て
い
る
が
、
立
ち
位
置
が
本
図
と
は
逆
で
帝
か
ら
見
て
左

側
に
源
氏
が
座
る
。
一
方
⑻
の
源
氏
は
、
左
大
臣
の
横
に
座
っ
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
左
大
臣
の
代
わ
り
に
女
性
が
控
え
る
図
も
あ
る
（「
源
氏
物
語
図
屛
風
」

〈
資
料
紹
介
〉
住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
図
額
」
の
紹
介

二
七
〇
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江
戸
時
代
、
奈
良
大
学
蔵
な
ど⑧
）。

　

こ
の
場
面
は
既
に
室
町
時
代
の
扇
面
屛
風
（
浄
土
寺
・
藤
岡
家
・
永
青
文
庫

本
）
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
の
図
に
も
理
髪
の
箱
は
見
当
た
ら
な
い
。

箱
の
代
り
に
黒
い
猫
足
の
台
の
よ
う
な
物
が
見
え
る
図
（
土
佐
光
信
筆
「
源
氏

物
語
画
帖
」
一
五
〇
九
年
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
）、
祝
詞
を
両
手
で

持
ち
読
み
上
げ
て
い
る
図
（「
源
氏
物
語
絵
巻
」
十
七
世
紀
初
頭
、
毛
利
博
物

館
蔵
。
桐
壺
の
巻
の
表
紙
絵
、
一
六
一
五
年
頃
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
立
図
書
館
蔵
。

「
源
氏
物
語
図
屏
風
」
十
八
世
紀
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
工
芸
美
術
館
蔵
。「
源
氏
物

語
絵
屏
風
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）、
冠
を
捧
げ
持
つ
図
（「
源
氏
物
語
絵
屏

風
」
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）
の
ほ
か
、
酒
を
賜
わ
る
図
（「
源
氏
物
語
色
紙
」

桃
山
〜
江
戸
時
代
、
奈
良
大
学
蔵
）
や
、
源
氏
が
桐
壺
帝
と
並
ぶ
図
（「
源
氏

物
語
画
帖
」
十
七
世
紀
、
石
川
県
立
美
術
館
蔵
。「
源
氏
物
語
図
屏
風
」
江
戸

時
代
前
期
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
。
狩
野
派
「
源
氏
物
語
図
屏
風
」
江
戸
時
代

前
期
、
彦
根
城
博
物
館
蔵
）
も
あ
る
。

２

帚
木
。
木
枯
し
の
女
の
家
で
、
殿
上
人
が
笛
を
吹
く
。（
①
七
八
頁
）。
よ
く

絵
画
さ
れ
る
た
め
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
。
本
図
は
㋐
琴
を
弾
く
女
性
が

見
え
、
㋑
殿
上
人
は
簀
子
に
座
り
、
㋒
沓
を
脱
い
で
い
な
い
。
そ
の
三
条
件
を

す
べ
て
満
た
す
の
は
意
外
に
少
な
く
、
住
吉
家
粉
本
「
源
氏
物
語
画
帖
集
」

（
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
）、「
白
描
源
氏
物
語
画
帖
」（
十
七
世
紀
末
〜

十
八
世
紀
初
、
名
古
屋
市
博
物
館
蔵⑨
）
な
ど
で
あ
る
。
㋐
を
外
し
て
㋑
と
㋒
の

み
な
ら
ば
土
佐
光
吉
筆
「
源
氏
物
語
手
鑑
」（
一
六
一
二
年
、
和
泉
市
久
保
惣

記
念
美
術
館
蔵
）、
殿
上
人
は
庭
に
立
ち
㋐
と
㋒
に
合
う
の
は
伝
住
吉
如
慶
筆

「
源
氏
物
語
画
帖
」（
個
人
蔵⑩
）
と
伝
住
吉
如
慶
筆
「
源
氏
物
語
扇
面
画
帖
」

（
九
曜
文
庫
蔵
）
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
両
足
と
も
沓
を
脱
ぐ
図
も
あ
れ
ば
、
片

足
だ
け
脱
ぐ
の
も
あ
る
。
前
者
は
土
佐
光
吉
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
桃
山
時

代
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
。『
源
氏
物
語
画
帖
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
七
年
）
所

収
）
な
ど
、
後
者
は
前
掲
の
土
佐
派
「
源
氏
物
語
色
紙
貼
交
屛
風
」、
土
佐
光

則
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」
任
天
堂
蔵
、
伝
住
吉
如
慶
筆
「
白
描
扇
面
源
氏
物
語

画
帖
」
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
蔵
な
ど
で
あ
る
。

11
花
散
里
。
車
内
の
源
氏
、
昔
の
恋
人
が
弾
く
琴
の
音
を
聞
き
、
惟
光
を
使
わ

せ
る
（
②
一
五
四
頁
）。
本
図
と
は
逆
に
源
氏
が
乗
る
牛
車
を
画
面
の
下
部
に
、

女
性
た
ち
を
上
部
に
配
置
す
る
方
が
多
い
（
住
吉
家
粉
本
「
源
氏
物
語
画
帖

集
」
等
）。
本
図
と
構
図
が
似
る
の
は
住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
絵
巻
」（M

IH
O
 

M
U
SEU

M

蔵
）
で
あ
る
。

17
絵
合
。
冷
泉
帝
の
御
前
で
の
絵
合
（
②
三
八
五
頁
）。
絵
合
は
二
回
催
さ
れ

一
回
目
は
藤
壺
、
二
回
目
は
冷
泉
帝
の
御
前
で
開
か
れ
た
。
一
回
目
は
女
性
の

み
、
二
回
目
は
男
性
も
参
加
し
た
の
で
両
者
は
区
別
で
き
る
は
ず
で
あ
る
が
、

源
氏
絵
で
は
判
然
と
し
な
い
も
の
が
多
い
。
そ
れ
は
「
二
度
の
絵
合
を
一
回
の

催
し
で
あ
る
か
の
よ
う
に
要
約⑪
」
し
た
梗
概
書
に
よ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

本
図
は
御
簾
の
中
に
帝
し
か
座
ら
な
い
繧
繝
縁
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

〈
資
料
紹
介
〉
住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
図
額
」
の
紹
介

二
七
一
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二
回
目
と
分
か
る
。
帝
の
左
右
に
い
る
の
は
梅
壺
女
御
と
弘
徽
殿
女
御
、
あ
る

い
は
裳
を
付
け
て
い
る
の
で
帝
に
仕
え
る
女
房
で
あ
ろ
う
か
。
左
方
は
赤
系
統
、

右
方
は
青
系
統
と
物
語
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
絵
を
収
め
た
箱
の
下
に
敷
く

打
敷
で
赤
い
方
が
源
氏
側
、
青
い
の
が
権
中
納
言
側
で
あ
り
、
御
簾
に
最
も
近

い
の
は
判
者
を
務
め
た
帥
宮
と
考
え
ら
れ
る
。
右
方
の
女
房
た
ち
が
絵
巻
物
を

広
げ
る
か
巻
い
て
い
る
の
で
、
御
前
に
広
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
左
方
の
絵
で
あ

ろ
う
。
こ
の
場
面
は
よ
く
描
か
れ
る
が
、
構
図
が
同
じ
も
の
は
未
だ
見
当
た
ら

な
い
。
住
吉
如
慶
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）
は
人
物

の
配
置
が
本
図
と
は
逆
で
、
帝
と
二
人
の
女
性
を
画
面
右
下
に
、
公
卿
・
女
房

た
ち
を
画
面
左
上
に
置
く
。

18
松
風
。
源
氏
、
桂
の
院
に
て
小
鷹
狩
の
若
殿
た
ち
を
饗
応
す
る
（
②
四
一
八

頁
）。
物
語
に
よ
る
と
靫
負
の
尉
（
②
四
一
七
頁
）、
頭
中
将
と
兵
衛
督
（
②
四

一
八
頁
）、
左
大
弁
や
舎
人
（
②
四
二
一
頁
）
な
ど
が
参
加
し
て
い
た
。
本
図

で
源
氏
と
少
年
を
除
く
八
人
の
男
性
が
か
ぶ
る
物
に
着
目
す
る
と
立
烏
帽
子
が

二
人
、
風
折
烏
帽
子
が
六
人
い
る
。
身
分
が
高
い
者
は
立
烏
帽
子
を
つ
け
る
の

で
頭
中
将
、
兵
衛
督
か
左
大
弁
（
い
ず
れ
も
従
四
位
相
当
）
で
あ
ろ
う
。
風
折

烏
帽
子
の
一
人
は
腕
に
隼

は
や
ぶ
さ

を
留
ま
ら
せ
て
い
る
。
源
氏
は
幔
幕
を
背
に
し
て

坐
り
、
前
に
は
盃
を
置
い
た
三
方
台
が
置
か
れ
て
饗
宴
を
意
味
す
る
。
画
面
左

上
に
は
大
堰
川
が
流
れ
、
蛇
籠
と
杭
が
見
ら
れ
る
。
杭
は
冬
に
魚
を
獲
る
網
代

の
一
部
で
、
今
は
秋
な
の
で
手
入
れ
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
画
面

下
部
に
は
萩
や
桔
梗
、
薄
な
ど
秋
の
草
花
が
、
源
氏
の
後
ろ
に
は
巻
名
に
合
う

松
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
図
と
酷
似
す
る
の
は
住
吉
如
慶
筆
「
源
氏
物
語
画

帖
」（
一
六
六
三
〜
六
六
年
、
大
英
図
書
館
蔵
）
で
、
相
違
点
は
少
年
の
代
わ

り
に
立
烏
帽
子
の
狩
衣
姿
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
源
氏
絵
詞
」（
京
都
大
学
蔵⑫
）
に
「
川  

男
烏
帽
子
直
衣  

男
小
鳥
を
荻
の
枝
ニ
差
て
持  

皆

平
砂
ニ

座
」
と
あ
り
、
本
図
も
全
員
が
屋
外
に
い
る
。
全
員
が
屋
内
に
い
る
図

や
、
源
氏
た
ち
一
部
は
室
内
に
い
て
他
は
庭
に
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
皆
が
外

に
い
る
作
例
が
最
も
多
い
。
そ
の
例
は
夙
に
、
土
佐
光
信
筆
「
源
氏
物
語
画

帖
」（
一
五
〇
九
年
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
）
に
見
ら
れ
、
荻
の
枝
を

持
つ
男
が
画
面
の
左
方
か
ら
源
氏
に
差
し
出
す
点
も
本
図
と
共
通
す
る
。
さ
ら

に
住
吉
家
粉
本
「
源
氏
物
語
画
帖
」
で
は
、
源
氏
と
供
人
た
ち
の
配
置
も
共
通

す
る
。
し
か
し
本
図
と
は
逆
に
、
画
面
左
上
に
源
氏
を
置
い
て
右
方
か
ら
小
鳥

を
捧
げ
る
構
図
の
方
が
多
く
、
古
く
は
土
佐
光
吉
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
桃

山
時
代
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）、
土
佐
光
吉
筆
「
源
氏
物
語
手
鑑
」（
一
六
一

二
年
、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）、
伝
土
佐
光
吉
筆
「
源
氏
物
語
図
屏

風
」（
桃
山
時
代
・
十
七
世
紀
、
出
光
美
術
館
蔵
）
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
絵

巻
物
の
よ
う
に
視
点
を
右
か
ら
左
に
動
か
す
と
、
最
後
に
源
氏
が
鎮
座
す
る
方

が
安
定
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

19
薄
雲
。
明
石
の
君
、
姫
君
を
手
放
す
（
②
四
三
三
頁
）。
こ
の
場
面
も
よ
く

採
ら
れ
る
が
、
本
図
が
選
定
し
た
箇
所
は
珍
し
い
。
物
語
本
文
で
は
、

〈
資
料
紹
介
〉
住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
図
額
」
の
紹
介

二
七
二
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姫
君
は
、
何
心
も
な
く
、
御
車
に
乗
ら
む
こ
と
を
急
ぎ
た
ま
ふ
。
寄
せ
た

る
所
に
、
ア

母
君
み
づ
か
ら
抱
き
て
出
で
た
ま
へ
り
。
片
言
の
、
声
は
い

と
う
つ
く
し
う
て
、
イ

袖
を
と
ら
へ
て
「
乗
り
た
ま
へ
」
と
引
く
も
い
み

じ
う
お
ぼ
え
て
、

と
あ
り
、
傍
線
ア
を
選
ぶ
例
が
多
く
、
本
図
の
よ
う
に
傍
線
イ
を
採
る
例
は
珍

し
い
。
ま
た
車
内
に
い
る
源
氏
を
描
く
の
も
稀
で
、
そ
の
う
え
顔
が
隠
れ
る
よ

う
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
母
と
娘
の
別
れ
に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
源

氏
の
描
き
方
は
、
住
吉
家
粉
本
「
源
氏
物
語
画
帖
」
に
も
見
ら
れ
る
。

20
朝
顔
。
源
氏
、
女
性
関
係
に
つ
い
て
紫
の
上
に
語
る
（
②
四
九
〇
頁
）。
全

体
の
構
図
、
お
よ
び
水
辺
の
松
と
池
に
映
る
月
は
、「
源
氏
物
語
図
色
紙
」（
堺

市
博
物
館
蔵
）
に
似
る
。
大
き
な
雪
玉
の
傍
に
三
人
が
い
て
、
離
れ
て
小
さ
い

雪
玉
を
一
人
が
持
つ
図
様
は
住
吉
家
粉
本
「
源
氏
物
語
画
帖
」
の
ほ
か
、
伝
土

佐
光
吉
筆
「
源
氏
物
語
図
屏
風
」（
桃
山
時
代
・
十
七
世
紀
、
出
光
美
術
館
蔵
）、

土
佐
光
則
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
任
天
堂
蔵
）、
土
佐
派
「
源
氏
物
語
色
紙
貼

交
屛
風
」（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）、
住
吉
如
慶
筆
「
源
氏
物
語
画

帖
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）
に
見
ら
れ
る
。
本
図
を
左
右
反
転
す
る
と
、

住
吉
如
慶
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
大
英
図
書
館
蔵
）
に
な
る
。

21
少
女
。
梅
壺
中
宮
、
紫
の
上
に
紅
葉
な
ど
を
贈
る
（
③
八
一
頁
）。
室
町
時

代
の
「
源
氏
物
語
図
扇
面
散
屛
風
」（
浄
土
寺
蔵
）
以
来
、
使
い
の
童
女
は
紫

の
上
た
ち
に
向
か
っ
て
直
進
す
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
本
図
で

は
、
両
者
が
平
行
に
配
置
さ
れ
て
い
る
点
が
独
特
で
あ
る
。
そ
の
点
が
共
通
す

る
の
は
、
伝
住
吉
如
慶
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
白
鶴
美
術
館
蔵
）
で
あ
る
。

25
蛍
。
源
氏
、
六
条
院
に
あ
る
「
馬む
ま

場ば
の

殿お
と
ど

」
に
て
競
馬
を
催
す
（
③
二
〇
五

頁
）。
前
を
走
る
騎
手
が
振
り
向
く
様
は
、
土
佐
光
吉
筆
「
源
氏
物
語
手
鑑
」

（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）
や
伝
住
吉
如
慶
筆
「
源
氏
物
語
扇
面
画
帖
」

（
九
曜
文
庫
蔵
）、
伝
住
吉
如
慶
筆
「
白
描
扇
面
源
氏
物
語
画
帖
」（
大
阪
青
山

歴
史
文
学
博
物
館
蔵
）
に
似
る
。
本
図
で
は
見
物
人
が
多
い
が
、
他
図
で
は
画

面
の
片
隅
に
数
人
し
か
い
な
い
。
ま
た
馬
場
の
柵
は
他
図
で
は
水
平
か
緩
や
か

な
曲
線
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
図
は
右
上
か
ら
左
下
へ
と
鋭
角
に
描
く
こ
と

に
よ
り
馬
の
速
さ
を
強
調
し
て
い
る
点
が
独
自
で
あ
る
。

26
常
夏
。
源
氏
、
釣
殿
に
て
涼
を
取
る
（
③
二
二
三
頁
）。
物
語
本
文
に
「
西

川
よ
り
奉
れ
る
鮎
、
近
き
川
の
い
し
ぶ
し
や
う
の
も
の
、
御
前
に
て
調
じ
て
ま

ゐ
ら
す
。」
と
あ
る
が
、
調
理
す
る
人
も
描
く
の
は
少
数
で
住
吉
家
粉
本
「
源

氏
物
語
画
帖
」
の
ほ
か
、
住
吉
如
慶
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
一
六
六
三
〜
七

〇
年
、
大
阪
青
山
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
。
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
。
大
英
図
書

館
蔵
）、
伝
住
吉
如
慶
筆
「
源
氏
物
語
扇
面
画
帖
」（
九
曜
文
庫
蔵
）、
伝
土
佐

光
信
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
九
曜
文
庫
蔵⑬
）、「
源
氏
物
語
画
帖
」（
十
七
世
紀

後
半
、
個
人
蔵⑭
）
な
ど
に
見
ら
れ
、
調
理
人
の
手
さ
ば
き
ま
で
本
図
に
似
る
。

30
藤
袴
。
夕
霧
、
持
っ
て
い
た
藤
袴
を
玉
鬘
に
差
し
出
す
（
③
三
三
二
頁
）。

藤
袴
を
持
っ
て
い
る
の
は
夕
霧
が
多
く
、
本
図
の
よ
う
に
玉
鬘
が
手
に
し
て
い

〈
資
料
紹
介
〉
住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
図
額
」
の
紹
介

二
七
三
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る
の
は
珍
し
い
。
物
語
で
は
夕
霧
は
簾
の
外
に
い
て
、「
１（
夕
霧
は
藤
袴
を
）

御み

簾す

の
つ
ま
よ
り
さ
し
入
れ
て
（
中
略
）
と
み
に
も
ゆ
る
さ
で
持
た
ま
へ
れ
ば
、

２（
玉
鬘
が
）
う
つ
た
へ
に
思
ひ
も
よ
ら
で
取
り
た
ま
ふ
御
袖
を
（
夕
霧
は
）
引

き
動
か
し
た
り
。」（
同
頁
）
と
あ
る
の
で
、
藤
袴
を
ど
ち
ら
が
持
っ
て
い
て
も

本
文
に
合
う
。
作
品
の
多
く
は
傍
線
１

の
箇
所
を
描
く
が
、
本
図
は
傍
線
２

を

選
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
物
語
で
は
傍
線
１

に
あ
る
通
り
、
夕
霧
は
藤
袴
を
持
っ
た
手
だ
け
簾
の

中
に
入
れ
て
い
る
が
、
本
図
の
夕
霧
は
室
内
に
入
り
こ
ん
で
い
て
、
こ
の
作
例

は
以
下
の
作
品
に
も
見
ら
れ
る
。
伝
土
佐
光
信
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
九
曜

文
庫
蔵
）、
住
吉
如
慶
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
十
七
世
紀
、
石
山
寺
蔵
。
大
阪

青
山
歴
史
文
学
博
物
館
蔵
。
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
。
大
英
図
書
館
蔵
）、
伝

住
吉
如
慶
筆
「
白
描
源
氏
物
語
扇
面
画
帖
」（
大
阪
青
山
歴
史
文
学
博
物
館
蔵
）、

住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
絵
巻
」（M
IH
O
 M
U
SEU

M

蔵⑮
）、
伝
土
佐
光
起

筆
「
白
描
源
氏
物
語
色
紙
絵
」（
同
志
社
大
学
蔵⑯
）、「
白
描
源
氏
物
語
画
帖
」

（
十
七
世
紀
末
〜
十
八
世
紀
初
、
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）。
物
語
で
は
二
人
と
も

喪
に
服
し
て
い
て
本
図
も
そ
の
よ
う
に
描
く
が
、
喪
服
で
は
な
い
作
例
も
珍
し

く
な
い
（
前
掲
の
伝
土
佐
光
信
筆
な
ど
）。

45
橋
姫
。
薫
は
八
の
宮
不
在
の
宮
邸
を
訪
れ
、
八
の
宮
の
娘
で
あ
る
大
君
と
中

の
君
の
合
奏
を
隠
れ
て
立
ち
聞
き
し
て
垣
間
見
る
（
⑤
一
三
九
頁
）。
当
巻
を

代
表
す
る
名
場
面
で
、
作
例
は
国
宝
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
を
は
じ
め
数
多
い
。

物
語
本
文
の
「（
薫
は
）
透
垣
の
戸
を
、
す
こ
し
押
し
開
け
て
見
た
ま
へ
ば
」、

「
内
な
る
人
、
一
人
は
柱
に
す
こ
し
ゐ
隠
れ
て
、
琵
琶
を
前
に
置
き
て
、
撥
を

手
ま
さ
ぐ
り
に
し
つ
つ
ゐ
た
る
に
」（
⑤
一
三
九
頁
）
の
箇
所
は
本
図
の
絵
と

合
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
添
ひ
臥
し
た
る
人
は
、
琴
の
上
に
か
た
ぶ
き
か
か

り
て
」（
同
頁
）
は
、
琴
の
上
に
前
か
が
み
に
な
っ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
が
、

本
図
の
琴
は
横
に
置
か
れ
て
い
る
。
国
宝
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
は
物
語
本
文
の

通
り
で
あ
り
、
琴
を
横
に
置
く
の
は
狩
野
探
幽
筆
「
源
氏
物
語
図
屏
風
」（
一

六
四
二
年
、、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）、
住
吉
如
慶
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」

（
大
英
図
書
館
蔵
）
で
あ
る
。
住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
絵
巻
」（M

IH
O
 

M
U
SEU

M

蔵
）
の
よ
う
に
琴
を
弾
い
て
い
る
場
合
は
琴
を
見
落
と
す
こ
と
は

な
か
ろ
う
が
、
演
奏
せ
ず
に
横
に
置
く
と
壁
や
襖
な
ど
に
紛
れ
て
し
ま
う
か
ら

か
、
琴
を
描
か
な
い
作
例
も
散
見
さ
れ
る
。
住
吉
家
粉
本
「
源
氏
物
語
画
帖
」

に
は
琴
を
前
、
横
、
描
か
ず
の
三
通
り
の
図
を
収
め
る
。

五
、
終
わ
り
に

　

計
十
二
図
を
概
観
す
る
と
、
ど
の
図
も
場
面
は
以
前
か
ら
選
ば
れ
て
き
た
も

の
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
１

桐
壺
と
20
朝
顔
は
住
吉
如
慶
の
作
品
を
左
右
反
転

し
た
も
の
で
あ
り
、
18
松
風
は
如
慶
の
図
に
酷
似
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て

描
き
方
が
稀
な
例
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
17
絵
合
と
25
蛍
は
構
図
が
珍
し
く
、

19
薄
雲
と
30
藤
袴
は
物
語
本
文
と
照
合
す
る
と
従
来
の
場
面
選
択
と
は
少
し
ず

〈
資
料
紹
介
〉
住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
図
額
」
の
紹
介

二
七
四
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れ
て
い
る
。
本
作
品
が
住
吉
具
慶
筆
で
あ
る
と
す
る
と
、
父
如
慶
の
手
法
を
継

承
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
旧
来
の
名
場
面
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
点
が
見
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
伝
統
を
踏
ま
え
つ
つ
革
新
を
取
り
入
れ
た
、
意
欲
的
な
名
品
と
い
え

よ
う
。

注①　

榊
原
悟
氏
氏
「
住
吉
派
『
源
氏
絵
』
解
題

―
附
諸
本
詞
書

―
」、『
サ
ン
ト

リ
ー
美
術
館  

論
集
』
三
号
、
一
九
八
九
年
一
二
月
。

②　

下
原
美
保
氏
『
住
吉
派
研
究
』
一
四
四
頁
、
藝
華
書
院
、
二
〇
一
七
年
四
月
。

③　

大
本
山
石
山
寺
『
石
山
寺
の
美  

観
音
・
紫
式
部
・
源
氏
物
語
』（
二
〇
〇
八
年

一
月
）、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
『
土
佐
派
と
住
吉
派  

其
の
二
』（
二
〇
二
一

年
九
月
）
等
に
掲
載
。

④　

中
野
幸
一
編
『
源
氏
物
語
扇
面
画
帖
：
九
曜
文
庫
蔵
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七

年
）
に
全
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
同
氏
の
解
説
に
、
本
画
帖
が
「
源
氏
物
語
歌
絵

帖
」（
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
頃
、
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
・
ラ

イ
ブ
ラ
リ
蔵
）
と
「
ほ
と
ん
ど
同
場
面
同
図
柄
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
て
、
桐
壺
の
巻

も
同
図
で
あ
る
。

⑤　

本
画
帖
の
絵
は
土
佐
光
起
筆
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
、
榊
原
悟
氏
は
、「
画
風
よ

り
少
な
く
と
も
二
手
に
分
か
れ
」、
桐
壺
の
巻
を
含
む
グ
ル
ー
プ
は
「
正
統
的
な
土

佐
派
の
画
風
に
近
く
、
お
そ
ら
く
は
土
佐
光
則
の
周
辺
に
い
た
次
の
世
代
の
画
家
か

誰
か
、
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。」
と
推
測
さ
れ
た
（
注
①
の
論
文
）。
た
し
か

に
根
津
美
術
館
蔵
の
桐
壺
の
巻
は
、
土
佐
光
則
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
任
天
堂
蔵
）

に
酷
似
し
て
い
る
。

⑥　

当
図
は
『
源
氏
物
語
の
絵
画
』（
堺
市
博
物
館
、
一
九
八
六
年
）
に
掲
載
さ
れ
、

「
源
氏
物
語
絵
巻  

住
吉
具
慶
筆  

五
巻
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
はM

IH
O
 

M
U
SEU

M

所
蔵
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、M

IH
O
 M
U
SEU

M

本
の
桐
壺
の
巻

は
別
の
場
面
で
あ
る
。
こ
の
図
は
土
佐
派
「
源
氏
物
語
色
紙
絵
」（
江
戸
時
代
初
期
、

堺
市
博
物
館
蔵
）
と
判
断
し
た
。

⑦　

福
田
智
子
氏
「
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
「
奈
良
絵
源
氏
物
語
色
紙
」
の
紹

介
（
一
）」、『
社
会
科
学
』
第
五
二
巻
第
四
号
、
二
〇
二
三
年
二
月
。

⑧　

塩
出
貴
美
子
氏
「
奈
良
大
学
所
蔵
『
源
氏
物
語
図
屛
風
』
考

―
図
様
の
継
承
・

借
用
・
変
容
を
め
ぐ
っ
て

―
」、『
総
合
研
究
所
所
報
』
二
〇
、
二
〇
一
二
年
三
月
。

⑨　

藤
田
紗
樹
氏
「
近
世
前
期
に
お
け
る
白
描
物
語
絵
制
作
の
一
様
相

―
名
古
屋
市

博
物
館
蔵
「
白
描
源
氏
物
語
画
帖
」
と
「
伊
勢
物
語
手
鑑
」
の
制
作
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
名
古
屋
市
博
物
館
研
究
紀
要
』
四
四
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
に
全
図
を
掲

載
。

⑩　
『
実
用
特
選
シ
リ
ー
ズ  

見
な
が
ら
読
む
日
本
の
こ
こ
ろ  

源
氏
物
語
』（
学
研
、

一
九
八
七
年
一
月
）、『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
選
書  

源
氏
物
語
絵
巻
』（
新
人
物
往
来
社
、

二
〇
一
一
年
四
月
）
に
全
図
を
掲
載
。

⑪　

今
西
祐
一
郎
氏
「
土
佐
光
吉
画
・
後
陽
成
天
皇
他
書  

京
都
国
立
博
物
館
所
蔵  

源
氏
物
語
画
帖  

詞
書
翻
字
・
図
様
解
説
」、
勉
誠
社
、
一
九
九
七
年
四
月
。

⑫　

伊
井
春
樹
氏
『
源
氏
綱
目  

付
源
氏
絵
詞
』
桜
楓
社
、
一
九
八
三
年
。

⑬　
『
見
る
・
知
る
・
読
む  

源
氏
物
語
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
に
全
図
を
掲

載
。

⑭　

三
浦
敬
任
氏
「
個
人
蔵
「
源
氏
物
語
画
帖
」
に
つ
い
て
」（『
奈
良
県
立
美
術
館
紀

要
』
三
五
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
に
全
図
を
掲
載
。

⑮　

詞
書
は
巻
の
順
で
あ
る
が
、
絵
は
25
蛍
と
30
藤
袴
の
ほ
か
、
19
薄
雲
と
20
朝
顔
も

そ
れ
ぞ
れ
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

⑯　

小
稿
「
伝
土
佐
光
起
筆
「
白
描
源
氏
物
語
色
紙
絵
」（
同
志
社
大
学
所
蔵
）
の
紹

介
」（『
社
会
科
学
』
第
五
二
巻
第
四
号
、
二
〇
二
三
年
二
月
）
に
全
図
を
掲
載
。

〈
資
料
紹
介
〉
住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
図
額
」
の
紹
介

二
七
五
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﹇
付
記
﹈　

末
尾
な
が
ら
、
御
指
導
を
仰
ぎ
ま
し
た
榊
原
悟
先
生
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
・
掲
載
を
許
可
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
馬
の
博
物

館
、
そ
の
手
続
き
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
柏
崎
諒
氏
（
当
館
学
芸
員
）
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

ま
た
、
石
川
県
立
美
術
館
・
石
山
寺
・
大
阪
青
山
歴
文
学
博
物
館
・
サ
ン
ト

リ
ー
美
術
館
・
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
・
根
津
美
術
館
・M

IH
O
 M
U
-

SEU
M

（
五
十
音
順
）
御
所
蔵
の
貴
重
書
も
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

脱
稿
後
、
住
吉
派
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
江
戸
時
代
中
期
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
工

芸
美
術
館
蔵
。『
秘
蔵
日
本
美
術
大
観
』
11
所
収
、
講
談
社
、
一
九
九
四
年
五

月
）
を
住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
図
額
」
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
同
じ
場
面
を

描
い
た
も
の
が
五
図
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
三
図
（
花
散
里
・
藤
袴
・
橋
姫
）
は

似
て
い
る
。
と
り
わ
け
30
藤
袴
の
巻
は
酷
似
す
る
が
、
藤
袴
を
手
に
し
て
い
る

の
は
夕
霧
で
あ
る
。

　
　
　
　

本
稿
は
、「
近
世
か
ら
近
代
に
至
る
日
本
伝
統
文
化
の
分
野
横
断
的
研
究
と

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
材
へ
の
活
用
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
21

期
研
究
会
第
６

研
究
（
二
〇
二
二
〜
二
〇
二
四
年
度
）、
科
学
研
究
費
助
成
事

業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号 20K

12565

、
二
〇
二
〇
〜
二
〇
二
二
年
度
）

に
お
け
る
研
究
の
一
部
で
あ
り
、
ま
た
同
志
社
大
学
宮
廷
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

の
事
業
の
一
環
で
あ
る
。

〈
資
料
紹
介
〉
住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
図
額
」
の
紹
介

二
七
六
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１

桐
壺

２

帚
木

11
花
散
里

〈
資
料
紹
介
〉
住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
図
額
」
の
紹
介

二
七
七
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17
絵
合

19
薄
雲

18
松
風

〈
資
料
紹
介
〉
住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
図
額
」
の
紹
介

二
七
八
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20
朝
顔

21
少
女

25
蛍
（
馬
の
博
物
館
蔵
）

〈
資
料
紹
介
〉
住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
図
額
」
の
紹
介

二
七
九
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26
常
夏

30
藤
袴

45
橋
姫

〈
資
料
紹
介
〉
住
吉
具
慶
筆
「
源
氏
物
語
図
額
」
の
紹
介

二
八
〇
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